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 問題私たちは，自身の能力やパフォーマンスについてどの程度正確に評価を行うことができるのだろうか。近年は教育場面においても自分自身での評価を課されることが多くなっている。これは自身の能力，パフォーマンスを把握することが，事後の学習の成果に結び付くよう期待されているのであろう。このように，私たちは自身の能力やパフォーマンスの自己評価を行うことは珍しいことではないが，その正確性については必ずしも高くはないことが指摘されている（例えばレビューとして，Dunning, Heath, & Suls，２００４）。両者の関係の具体的検討として，Mabe & West（１９８２）は，能力の自己評価とパフォーマンスとの間の相関についてメタ分析を行っている。特定の能力やスキルの自己評価と他の測度との関連を行っている５５の研究を取り上げたが，相関係数の 範囲としては，－．２６から．８０であり，平均ではr＝．２９（標準偏差は．２５）という結果であった。このような低い相関係数が得られた理由として測定における誤差の問題が考えられるが，その点を考慮して修正したとしても，r＝．４２と中程度の相関でしかないとの推定がなされている。Dunning et al.（２００４）は，このような乏しい自己評価の正確性（特に過大評価―非現実的な楽観主義）につながる心理学的要因を列挙し，総合して２つの観点にまとめている。１つに，正確な査定を行うのに必要なすべての情報を手に入れられない，そしてそのことを考慮しないという点である。そしてもう１つが，手に入れている有用な情報を無視する点である。さらに，別の考慮すべき観点として，自己高揚的な動機づけが働いている可能性も挙げている。ここまで述べてきたように，自己評価は様々な場面で活用されているものの，心理学的なメカニズムにより，能力やパフォーマンスについて，客観的な評価と一致する正確な自己評価を行うこと
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Abstract
The aim of this study was to investigate how student self-assessment of their performance on English test
differed from their real ones. It was predicted that students who score low on a performance test would
overestimate their performances, relative to others, whereas high scorers would underestimate their own
performances (the Dunning-Kruger effect). Japanese junior high school students and high school students
took an English test (Young Learners English) and answered a questionnaire based on their performances on
the test. The results supported the prediction. Moreover, the discrepancies between their estimates and real
performances were positively related to their learning motivation and future test performances, especially in
good performers. Furthermore, the implication of these results for English education are discussed.キーワード：自己評価（self-assessment, self-evaluation）／学習動機づけ（learning motivation）／ダニング＝クルーガー効果（Dunning-Kruger effect）




Hansford & Hattie（１９８２）は，教育関連の研究を選定して，教育的な達成やパフォーマンスと自己関連の測度（例えば，自己概念や自尊感情など）の関連を調べた研究のメタ分析を行った。両者の間の相関係数は，範囲としては－．７７から．９６の間にあり，その平均はr＝．２１（標準偏差は．００７）という結果であった。また，高等教育における両者の関連についてメタ分析を行った結果では，学生自身の自己評価と教員による評価の相関係数の平均として，r＝．３９という値が得られている（Falchikov & Boud，１９８９）。本研究では「英語」に対する自己評価を取り扱うが，英語に焦点を当てた自己評価と客観的評価との間の関連ついてはどのような結果が得られているだろうか。ベネッセ総合教育研究所が実施した「第３回学習基本調査」では，小中高生を対象に数学・国語・英語の到達度テストの結果と成績の自己評価との間の関連を見ている。高校生においては，相関係数を高校のランク別に算出がされており，英語については，．５０≦r≦．６１であり，国語が．３２≦r≦．４９，数学が．４７≦r≦．５９，そして総合成績で，．５０≦r≦．６４という結果であった。学校ランクによる違いに着目すると，上位校において相関が高く，下位校が低いという傾向が見られた。中学生についての結果は，相関係数は算出されていない。ただし，自己評価と実際の成績区分の割合を見てみると，国語，数学で両者の間の関連が見て取れる。英語については国語，数学との成績区分との関連についての結果が示されているが，教科間での同様の関連も見られている。小学生では，調査を行ったのが国語と算数のみであるが，調査結果を見ると，中学生ほどにはきれいな関連が観察できないという結果であった（ベネッセ総合教育研究所，２００１a，２００１b，２００１c）。他に同様の検討を行った物井（２０１６）においては，小学生５，６年生を対象に英語運用能力と自己評価
の関連を検討し，両者の間に，r＝．３０という相関係数が得られた。これらの結果は英語の能力についての自己評価には一定の正確性があることを示しているものの，相当のずれがあるということも言えるということである。それでは，そのずれのあり方になにか特徴はあるのだろうか。米田・細川・西村・物井（２０１３）では，小学校から大学生を対象に，英語の学力と自己評価との間の関連を検討している。両者の関係について学校種の違いによる影響はあまり見られなかったが，学力別に検討してみると，学力が高いほど自己評価との一致が多くなるという結果が得られている。また，この研究で興味深いのは，一致と不一致（過大評価，過小評価）の割合が示されている点である。学力の下位群（CEFRレベルでのPre-A１）においてはその大部分が過大評価を行い（具体的には９７．８％が過大評価），中位群（同レベルでのA１）ではその割合が減り（６８．０％），上位群（同レベルでのA２，B１）では過大評価は少ないかほとんどおらず，一致か過小評価が多くなるという傾向が見られた２。この学力と自己評価について，クラメールの連関係数はV＝．５０という値を示し，有意な関連が示されたが，自己評価のあり方は，学力の下位群が過大評価，上位群が過小評価というような形でずれが見られたということである。そして，さらに注目される点として，この自己評価のずれのあり方は，いわゆるDunning-Kruger効果と同様の形であることが挙げられる。Dunning-Kruger効果能力やパフォーマンスの自己評価について特に能力や成績の低い人に顕著に過大評価する傾向が




Kruger & Dunning（１９９９）では，ユーモア，論理的推論の能力，英語の文法の力を題材に，それぞれのテストのパフォーマンスについての相対的評価（順位の推定）と絶対的評価（テストの得点の推定）を測定した。その結果，能力を欠く人は相当な過大評価を行い，他者の能力との対比の中で自身の能力を認識することに困難を抱えることを明らかにしている。具体的には，全体の平均として，自身の集団内の相対値とをパーセンタイル順位で６６位と回答するといった平均以上効果を示し，特に下位２５％の位置にある人たちは，実際のパーセンタイル順位が１２位のところ平均して自身を５８位というように理論上の平均（５０位）よりも高く自己評価を行っていた（Study１の結果）。加えて，良いパフォーマンスを示した人においては，自身のパフォーマンスを過小評価する傾向も見られた。その過小評価の大きさはパフォーマンスの乏しい人に比べると小さいが（課題によって異なるという点も見られたが），一貫した傾向として結果が得られている。続く研究（Study３，４）において，パフォーマンスの乏しい人がメタ認知的なスキルを欠き，他者の能力，パフォーマンスの情報を自身の評価に活用できていないこと，そして，能力を高める介入により自己評価のずれが低減することを示した。このような自己評価のパターンは，その後の研究でも頑健に示されている。例えば，学生が受ける試験（Dunning, Johnson, Ehrlinger, & Kruger ;





























Table２ 実際のテスト得点と推定の学校種，群ごとの分析結果群 得点の推定と実際の差 t中学生 Bottom Quartile ２．７ １．０２nd Quartile １２．５ ５．４＊＊＊３rd Quartile １７．７ ８．３＊＊＊
Top Quartile １６．５ １２．２＊＊＊高校生 Bottom Quartile １．７ １．０２nd Quartile １０．４ ８．６＊＊＊３rd Quartile １３．７ ９．４＊＊＊
Top Quartile １７．５ １４．９＊＊＊注）＊＊＊p＜．００１
Figure３ 中学生のテスト得点の推定と実際のテスト得点 Figure４ 高校生のテスト得点の推定と実際のテスト得点
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中高生の苦手意識は，ベネッセ総合教育研究所（２０１４）の調査でも示されており，テストに対する自己評価も全体的に過小評価を行う方向に力が働いたということもありうるであろう。その点については，英語パフォーマンスの調査対象全体において平均以上効果が見られなかったという結果から推測することができる。そして，英語が苦手であるという自己観を持つのであれば，自身のテスト時のパフォーマンスについては正誤の判別が正確に働きながらも，テスト内での体験が自己観に合わせたように認識されることもありうる（Critcher & Dunning,２００９; Ehrling & Dunning,２００３）。このようにして，特に上位群において順位の評価についても絶対的な評価が全体に低くなったことが反映されたと考えられる。ベネッセ総合教育研究所（２０１４）の調査結果では，中学生よりも高校生においてより英語を苦にしているさまがうかがえ，本研究での成績上位群の過小評価が中学生よりも高校生でより大きかったという知見とも整合するものである。成績下位群において見られた順位における過大評価については，元々社会的比較がうまく機能しないところに（Kruger &




動機づけ，事後のテスト得点との関連本研究では，探索的にではあるが，英語のパフォーマンスに対する自己評価の正確さと学習動機づけ，事後に行われる英語テストとの関連が見られるのかについて検討を行った。両指標について，特に成績上位群において，自己評価と実際の差の大きさと学習動機づけ，事前事後のテスト得点の変化との間に有意の正の相関が見られた。ここで注意をしなければいけないのは，成績上位群は多くが自己評価として過小評価を行っていたという点である。本研究の結果は，例えば，学習動機づけとの間に正の相関が見られたという点について，過大評価を行うことで学習動機づけも高くなるという結果とも解釈可能ではある。しかし，実際のところは過小評価を行っている人よりも自身の実際の順位（あるいは得点）と一致する方向で認識することが動機づけの高さにつながると解釈することも可能であり，より妥当であるかもしれない。これは，自己評価と実際の差とテスト得点（その上昇）との関連についても同様の解釈が可能であると考えられる。これらの解釈の妥当性は，Zimmerman & Moylan（２００９）の循環的段階モデル（cyclical phase model）から考えうる。同モデルは，自己調整的フィードバックのモデルとされ，動機づけなどが含まれる予見段階と，遂行段階，そして自己評価や原因帰属を含む自己内省段階が置かれている。それぞれの段階が循環的に影響して学習が進められていく。自己評価が適切に行われることが，自身の強みや弱みを把握し，動機づけと学習への取り組みへとつながるのであれば，その結果としての成果につながるということになる。そのようなプロセスが働くというのであれば，成績下位群においては，動機づけにも事後のテスト結果との間にも有意な相関が見られなかったという点も重要である。これらの点については，後の節において改めて触れたい。自己評価についての中高生の差本研究では，中高生を対象に調査を行ったため，その発達的な違いについても視野に入れた。本研究の中高生の年齢差はおよそ３歳であった。メタ認知スキルの発達的な変化については，青年期内においても変化が見られることが明らかにされて






Dunning, & Ames，２０１４）もあるため，その点を考慮した形でのフィードバックを行うことが重要である。本研究の限界と今後の課題本研究では，中高生を対象に英語を題材として自己評価の正確性をDunning-Kruger効果パラダイムに則り検討を行い，いくつかの点で違いはあるものの，全体として同様の結果が得られた。日本においては同様の検討はほとんどされていないことから，本知見には一定の意義があると思われる。ただし，その結果について基本的に心理的メカニズムの観点から解釈を行ったが，この効果はアーティファクト（例えば，平均への回帰，課題の難易度の観点）による結果ではないかという議論も存在する（例えば，Burson, Larrick, & Klayman,２００６; Krueger & Mueller，２００２）。本研究では，
Dunning-Kruger効果と同様の現象が見られるかという点にまず着目したため，その原因については十分検討がなされていないことは留意する必要がある（注の３も参照）。また，ずれのあり方に先行研究といくつかの違いも見られたこともあり，自己評価と実際のずれについての成績上位群と下位群の心理的メカニズムについて，さらに詳細な検討が必要であろう。その際，Kruger & Dunning（１９９９）などにある実験的操作を加えた検討を行うことで，メカニズムに迫ることが可能となり，それは，さらなる教育的示唆を得ることにつながることも期待される。さらに，その基本的な心理メカニズムの検証だけでなく，英語以外の他の教科，あるいは他の様々
な能力でも同様の検討・分析を積み重ねることにより，本研究での知見が英語というものに特有であるのか，あるいは，文化的要因が働いているのかを明らかにしていくこともできるであろう。〈注〉１ 本研究は，日本教育心理学会第６０回総会において発表した内容を再分析したものである。２ ここで示した結果はリーディングについてのものであるが，ライティングについても同様の結果であった。３ メタ認知スキルといった心理的メカニズムの問題というよりも，課題の難易度により，Dunning-Kruger効果のような自己評価のずれが生じるという知見もある（Burson et al.,２００６）。具体的には，課題が容易なときには，全体的に自身のパフォーマンスを高く評価し，成績下位群は過大評価を行う。過大の難易度が高い場合には，自身のパフォーマンスを低く評価し，成績上位群の方が自身のパフォーマンスについての推定に困難が生じるという主張である。この主張，すなわち課題の難易度の観点は，本研究の結果を解釈する際には特に，傾聴に値する部分があると思われる。〈謝辞〉本研究は平成２３年度科学研究費助成事業基盤研究（C）課題番号２３５２０７６５（研究代表者：米田佐紀子）において行われた研究の一部である。本論文の執筆に際しデータの使用をご承諾いただきました，米田佐紀子先生（玉川大学）に感謝申し上げます。〈引用文献〉ベネッセ総合教育研究所（２００１a）．第３回学習基本調査報告書・高校生版 Retrieved from https : //www.crn.or.jp/
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